
スティーブ・ジョブズの報酬哲学 報酬を 1 ドル 

スティーブ・ジョブズがアップルの建て直し戻ってきた時、報酬を 1 ドルに下のし本当か、建て直し

に成功して得た利益は 

ChatGPT: 

はい、スティーブ・ジョブズが Apple に復帰したとき、報酬を 1 ドルに設定したのは本当です。これ

は単なる噂ではなく、公式に SEC（米証券取引委員会）にも報告されている事実です。 

    ジョブズが Apple に復帰した背景（1997 年） 

• 1985 年：経営陣と対立し、Apple を追われる。 

• 1996 年：ジョブズが創業した NeXT 社を Apple が買収（約 4 億ドル）→これによりジョブズ

が Apple に**「臨時顧問」として復帰**。 

• 1997 年：Apple の業績が極度に悪化する中、ジョブズが暫定 CEO に就任（後に正式就

任）。 

    報酬「1 ドル」の真相 

• ジョブズは 1997 年から亡くなる 2011 年まで、基本給を年間 1 ドルに設定。 

• 「報酬目的ではない」「Apple の再建こそ自分の報酬」と語っていた。 

• 実際の給与明細（Form DEF 14A）にも「$1」と記載されている。 

    ただし、報酬の代わりにストックオプションや株式報酬を受け取っていた点が重要です。 

    建て直しにより得た利益・影響 

   主な改革と成果 

改革内容 影響 

製品ラインの整理 製品数を 4 種類に絞り、開発効率と品質を改善 

iMac の発売（1998） デザインと性能でヒット商品に 

iPod（2001）→iTunes（2003） 音楽業界を一変、Apple ブランドを世界へ 

iPhone（2007） スマートフォン革命を起こす最大の成功 

 



   Apple の業績回復 

年 売上高 時価総額 

1997 年 約 75 億ドル 約 30 億ドル（経営危機） 

2011 年（ジョブズ死去時） 約 1,080 億ドル 約 3,400 億ドル（世界最大企業の一角） 

    Apple はわずか 10 年余りで世界最大の IT 企業に成長しました。 

   ジョブズの個人利益（ストックオプション・株式） 

• Apple の株式よりも、Pixar のディズニー株売却での利益のほうが最初は大きかった。 

• ただし Apple の株価上昇により、ストックオプションの価値は数億〜数十億ドルに到達。 

• ジョブズ自身は生涯年収より、株式価値で資産を築いた人物です。 

    結論 

スティーブ・ジョブズは： 

•     Apple に戻った際、本当に報酬を「1 ドル」に設定していた。 

•     しかしそれは自らの理念と株主への信頼を示す象徴的行動であり、 

•     実際には株式報酬により数十億ドルの利益を得た。 

•     Apple を経営破綻寸前から世界最強企業の一つに復活させた立役者となった。 

ジョブズの報酬哲学に興味があれば、以下の関連テーマもご紹介できます： 

• 他の CEO（イーロン・マスクなど）と報酬構造の比較 

• ストックオプションと企業インセンティブ制度の違い 

• 「カリスマ経営者」依存が企業に与えるリスクと効用 

スティーブ・ジョブズの報酬哲学 報酬は成果で 

スティーブ・ジョブズの報酬哲学と、その構造を深掘りして、現代のカリスマ経営者（例：イーロン・

マスク）や企業ガバナンスの視点と比較しながら、以下の観点で整理してご紹介します。 

✅ 目次 

1. スティーブ・ジョブズの報酬構造と哲学 

2. ストックオプションによる「経営者インセンティブ」 



3. イーロン・マスクとの比較：CEO 報酬の極端モデル 

4. カリスマ経営者依存の光と影 

5. ガバナンスと制度設計の重要性 

1. スティーブ・ジョブズの報酬構造と哲学 

◼️ 給与「1 ドル」の象徴的意味 

• 「会社の危機を金銭目的で救うのではない」という覚悟の表明。 

• 実際の報酬は以下に集約： 

要素 内容 

給与 年間 1 ドル 

ボーナス なし（通常） 

株式報酬（オプション） 巨額（複数回に分けて受け取る） 

◼️ ストックオプション例（2000 年以降） 

• Apple 株が 1 株 10 ドル台 → 後に 100 ドル以上に成長 

• ジョブズに付与されたオプション（500 万株規模など）が数十億ドルに変化 

👉 会社の成功と自分の資産が連動する仕組み 

2. ストックオプションによるインセンティブ構造 

◼️ ストックオプションとは？ 

• あらかじめ決められた価格で将来株を買える権利 

• 株価が上がれば差額が利益となる（＝モチベーション） 

◼️ メリット 

• 成功報酬型 → 成果を出さなければ儲からない 

• 長期的な成長志向を生む 

◼️ デメリット・リスク 

• 株価偏重になる → 短期の株価対策に走りがち 

• 利益が出ても従業員や顧客に還元されないことも 



3. イーロン・マスクとの比較：報酬 0 ドルの裏に潜む巨大報酬 

項目 ジョブズ マスク 

基本給 1 ドル 0 ドル 

ボーナス 基本なし なし 

株式報酬 数千万～数億ドル規模 2018 年以降：最大 560 億ドル以上（条件付き） 

条件 株価や利益の達成 売上・時価総額・利益の複数達成 

👉 マスクの報酬制度は成果型として極端な設計。 

👉 ただし「成果を出せば天文学的報酬」であり、企業価値と CEO 利益の一致度は最大級。 

4. カリスマ経営者依存の光と影 

◼️ 光（メリット） 

• 意思決定が速く、革新的製品を生みやすい 

• 組織がビジョンに集中しやすい 

• 投資家・市場の信頼を集める（Apple 株価はジョブズの健康と連動） 

◼️ 影（リスク） 

• 後継者問題・依存体質（＝「ジョブズがいなければ崩れる」構造） 

• ガバナンス軽視、独断専行になりやすい 

• カリスマが不正やスキャンダルを起こすと企業ごと崩壊（例：WeWork、FTX） 

5. 経営と報酬のあるべきバランスとは？ 

◼️ 日本企業との違い 

項目 米国型（ジョブズ・マスク） 日本型（多くの大企業） 

給与体系 成果・ストック連動型 年功序列・固定報酬 

ガバナンス 株主主導、CEO 権限大 社内政治、合議主義 

経営スタイル ビジョン重視、トップダウン 保守的・リスク回避型 

◼️ 日本の課題 



• 成果に応じた報酬設計が弱い → イノベーションが生まれにくい 

• トップの責任が曖昧 → 不正や失敗の責任がうやむや 

• 報酬格差が抑制されすぎて、優秀な経営者が育ちにくい 

✅ 結論 

スティーブ・ジョブズの「1 ドル報酬」は単なる美談ではなく、 

✅ 自分の信念と Apple の未来にすべてを賭けた、戦略的かつ象徴的な報酬設計でした。 

しかし、これは特殊な才能と環境があって成立したモデルであり、 

✅ 現代の企業においては、個人依存しないガバナンスと、適切な成果連動報酬の両立が求め

られています。 

スティーブ・ジョブズの報酬哲学 子供は自分の道え 

ジョブスはクックを育てバトンを渡した ジョブスの子供は今何している 

ChatGPT: 

スティーブ・ジョブズの子供たちは 4 人いますが、基本的に 一般のメディアに積極的に登場するこ

とは少なく、特に「後継者」として Apple やテクノロジー分野に関与している人物はいません。以下

に、ジョブズの子供たちの近況を整理します。 

    スティーブ・ジョブズの子どもたち 

名前 母親 生年 備考 

リサ・ブレナン＝ジョブズ

（Lisa Brennan-Jobs） 

クリスアン・ブレナン（最

初の交際相手） 

1978

年 

作家・ジャーナリスト。自伝を出版し

話題に。 

リード・ジョブズ（Reed Jobs） 
ローレン・パウエル

（妻） 

1991

年 
投資家・医療分野に注力中。 

エリン・ジョブズ（Erin Jobs） 同上 
1995

年 

美術系の分野に関心、表舞台には

出ていない。 

イヴ・ジョブズ（Eve Jobs） 同上 
1998

年 

モデル・乗馬競技選手。近年は大

学卒業後にモデル活動へ。 

1. リサ・ブレナン＝ジョブズ（Lisa Brennan-Jobs） 



• スタンフォード大学卒。作家・エッセイストとして活動。 

• 2018 年に自伝 『スモール・フライ（Small Fry）』 を出版。 

o 父・スティーブとの複雑な関係（認知を拒否され続けた幼少期など）を率直に綴り話

題に。 

• Apple には関与せず、独立した作家としての道を歩んでいる。 

2. リード・ジョブズ（Reed Jobs） 

• スタンフォード大学でがん研究を学ぶ。 

• 父の死（膵臓がん）がきっかけで、医療分野に強い関心。 

• 2023 年、自ら設立した投資会社 Yosemite（ヨセミテ） で、がん治療に特化したバイオテク

企業への投資を開始。 

o 「Apple を継ぐ」ではなく、がん医療に特化した投資家としてのキャリアを選択。 

3. エリン・ジョブズ（Erin Jobs） 

• 目立った公の活動はほとんどなし。 

• 一部報道によれば、美術や建築に関心があるとされており、一般的な生活を好むタイプと

も言われています。 

4. イヴ・ジョブズ（Eve Jobs） 

• スタンフォード大学卒業。 

• 国際的な乗馬競技の選手として活躍（若い頃からトレーニング）。 

• 最近はモデルとしても活動： 

o 2020 年以降、ルイ・ヴィトンやグロスビューティなどの広告に出演。 

o Instagram でもフォロワーを持ち、パリコレにも登場したことがある。 

    Apple 後継には関与していない理由 

• スティーブ・ジョブズ自身が子どもたちに「Apple を継げ」と強制しなかった。 

• 妻ローレン・パウエル・ジョブズは「私たちの財産を世襲で増やすようなことはしない」と公

言。 

o 彼女はジョブズの遺産（約 200 億ドル）を使って教育・人権・報道の自由などに投資

している。 

o 長男リードに資産運用の自由は与えたが、Apple の経営には関与させていない。 



    結論 

スティーブ・ジョブズの子どもたちは： 

• 誰一人として「Apple の後継者」や「テック企業の CEO」になっていない。 

• それぞれ芸術・医学・乗馬・文学など、自分の道を追求している。 

• ジョブズの「子どもには自分の道を歩ませたい」という思想が反映されている。 

 

スティーブ・ジョブズの報酬哲学  

富の相続と「家族の資産ではなく社会のために使う」 

非常に重要かつ現代的なテーマです。「富の相続」と「社会への還元」は、ビル・ゲイツ、ウォーレ

ン・バフェット、スティーブ・ジョブズの家族など、多くの超富裕層が向き合ってきた課題です。 

✅ テーマ：富の相続 vs 社会のために使うという選択 

1. スティーブ・ジョブズの家族のスタンス 

◼️ 妻：ローレン・パウエル・ジョブズの言葉（2013 年インタビュー） 

「私は子どもたちに莫大な資産を遺すつもりはない。それは彼らの人生にとって良いことではな

い。スティーブもそれに同意していた。」 

• 約 200 億ドル規模の遺産の大半は、教育、環境、報道の自由など社会課題に使われてい

る。 

• 彼女が設立した非営利団体 Emerson Collective は、米国で影響力のある社会変革系の

団体。 

• スタンフォード大学やジャーナリズム支援（The Atlantic 誌の買収）などに積極投資。 

2. 世界の超富裕層による「富の再定義」 

◼️ ビル・ゲイツ（Microsoft 創業者） 

• 資産のほぼ全てを社会に還元。 

• **子供には「最低限の安心を保障する程度だけ残す」**と明言。 



• ビル＆メリンダ・ゲイツ財団を通じて世界最大級の寄付活動を展開（医療、教育、水衛生な

ど）。 

◼️ ウォーレン・バフェット 

• 子供には最小限の財産しか残さず、 

「子供には何でもできるくらいの資産は残すが、何もしなくて済むほどの資産は残さない」 

と述べる。 

• 自身の資産の 99％以上を慈善団体へ寄付。 

3. 「ギビング・プレッジ（Giving Pledge）」という運動 

• ビル・ゲイツとウォーレン・バフェットが主導（2010 年〜） 

• 「自らの富の半分以上を生前もしくは死後に社会に還元する」ことを宣誓する運動 

• イーロン・マスク、マーク・ザッカーバーグなども参加 

• 参加は任意・非拘束だが、世界中の超富裕層に影響を与えている 

4. 背景：なぜ富裕層は「資産を残さない」方針を取るのか？ 

◼️ 理由① 子供の自主性と人間力のため 

• 莫大な遺産があると、挑戦意欲や学びの意欲を損ねる。 

• 「親の財産で生きる」ことは幸福ではない、という価値観。 

◼️ 理由② 社会全体に対する責任 

• 富の偏在に対する批判 → 貧富の格差是正が必要と認識 

• 世界をより良くするために、教育・医療・環境に資金を回す意義 

◼️ 理由③ 遺産が「腐敗と格差の温床」になる懸念 

• 相続争いや、資産による「身分階級の再生産」が社会の不健全さを助長する 

5. 日本における現状とのギャップ 



比較項目 欧米型 日本型 

富裕層の社会貢献意識 高い（財団、寄付文化） 低め（家族中心、目立たない） 

寄付税制 寄付控除が充実 複雑、制度的な後押し弱い 

相続文化 「残さない」ことが美徳にも 「残すこと」が家族愛とされがち 

✅ 結論 

スティーブ・ジョブズの家族を含め、近年の超富裕層の多くは： 

• 「富は個人の所有物ではなく、社会のための資源」 

• 「子どもには自由と責任を、社会には富の再配分を」 

という哲学に立っており、これは新たな資本主義観「責任ある富」と呼ばれる流れです。 

ジョブス一家とトランプ一家は真逆では 

ChatGPT: 

ご指摘のとおり、**スティーブ・ジョブズ一家とドナルド・トランプ一家は、価値観・資産運用・家族

の在り方という点で「ほぼ真逆の存在」**と言えます。以下の観点から、比較して整理します。 

✅ ジョブズ一家 vs トランプ一家：価値観・行動・遺産観の比較 

観点 スティーブ・ジョブズ一家 ドナルド・トランプ一家 

富の哲学 富は社会に還元すべき資源 富は一族の権力と継承の象徴 

子どもの進路 
それぞれ自由な道を歩む（テック業界と

は無縁） 

一族でビジネス・政治に深く関与（「家

業」重視） 

相続方針 「多くは残さない」哲学（社会に使う） 不動産・ブランド・政治力を家族で維持 

社会への貢献 
教育・報道・医療への投資（Emerson 

Collective） 

自己ブランド構築と選挙資金に多くを

使用 

寄付文化 静かに、戦略的に投資型（公益財団） 
大規模寄付の記録は少なく、PR 色が

強い 

メディアへの

姿勢 

妻ローレンは原則として低姿勢・非政治

的 

一族全体が高頻度でメディア露出・政

治的発言 



1. ジョブズ一家：静かな社会貢献と個人の尊重 

• 子供には資産よりも**「人生の選択肢と自由」**を重視 

• 財産の大部分を社会課題（教育、医療、報道の自由）に再投資 

• 家族全体が**「目立たず、自分の道を行く」**スタイル 

▶ 象徴的な言葉（妻ローレン・パウエル・ジョブズ）： 

「私たちの富は、社会にとって良い影響を与えるものでなければ意味がない。」 

2. トランプ一家：家業と権力の世襲・ブランド構築型 

• 子供たちは全員ビジネスや政治に関与（イヴァンカ、ドナルド Jr、エリックなど） 

• トランプ・オーガナイゼーション（不動産・ホテル事業）を**「家族経営」**で維持 

• 富を家名・権力・社会的優位の象徴と捉え、維持・拡大を優先 

▶ 象徴的な行動 

• ホワイトハウス在任中も家族を重用（利害関係の指摘多数） 

• 富の透明性に疑問（租税回避・脱税疑惑、詐欺判決など） 

3. 社会的メッセージの違い 

テーマ ジョブズ型 トランプ型 

「成功」とは 社会に変化を与えること 権力とブランドを拡大すること 

「家族の役割」 子どもは個々の夢を追ってよい 一族の事業・政治に従事すべき 

「資産の意味」 社会投資 支配・防衛の手段 

✅ 結論：どちらが「正しい」というより「価値観の違い」 

• ジョブズ家は「個人主義と公益重視のリベラル資本主義」の象徴 

• トランプ家は「家産制・ブランド志向の家父長的資本主義」の象徴 

どちらも現代アメリカの縮図として、**富と権力がどう扱われるかの「思想の対立」**を体現してい

ます。 

 



立派なジョブズも麻薬に走ったことがある、どうぬけだとしたのか 

ChatGPT: 

はい、ご指摘のとおり、スティーブ・ジョブズは若い頃に LSD（幻覚剤）やマリファナを使用していた

ことを本人が公言しています。しかし、それは「中毒」や「依存」とはやや異なり、当時のカウンター

カルチャー的思想や精神探求の一部として位置づけられています。 

以下に詳しく説明します。 

✅ ジョブズの薬物使用と脱却の経緯 

■ 1. 使用していた薬物 

• LSD（リゼルグ酸ジエチルアミド） 

→ 1970 年代、ヒッピー文化と共に流行していた幻覚剤。 

→ 精神的な“目覚め”や自己探求を促すと信じられていた。 

• マリファナ（大麻） 

→ リラックスや創造性の刺激目的で使用。 

→ カリフォルニアでは当時非合法だったが、文化的には容認されていた。 

■ 2. ジョブズの薬物体験に対する発言 

• 「人生で最も大きな 3 つの体験のうちの一つが、LSD をやったことだ」と述べている。 

➤ これは FBI のバックグラウンドチェック（政府の諮問機関への任命に際し）でも報告され

た。 

• LSD の使用は、彼にとって「想像力の拡張、現実の捉え方の変容」という面で重要だったと

語っている。 

■ 3. どのように抜け出したか（中毒ではなかった） 

• ジョブズは薬物を「創造性と精神探求の一手段」として “期間限定的”に使用しており、常

用者ではなかった。 

• Apple 創業（1976 年）以降は薬物から距離を置いている。 

o ビジネスに集中し、瞑想・禅・ベジタリアン生活に価値を見出すようになった。 

• LSD 的な「拡張された意識」を、仏教・瞑想・美意識に転化していったと言える。 



■ 4. 精神性と自己制御による脱却 

• 禅（曹洞宗） への傾倒： 

o 若い頃にインドを放浪 → 精神修行の影響を受ける。 

o 禅僧・乙川弘文（故人）との交流などもあり、精神統一を大切にした。 

• LSD を「完全に否定することなく、卒業」した姿勢が特徴的。 

✅ 結論：ジョブズは「薬物依存」ではなく「精神探求の一環としての体験

者」 

項目 内容 

使用薬物 LSD、マリファナ（20 代前半） 

動機 創造性・精神性の探求 

脱却理由 ビジネスへの集中と禅・瞑想による自己制御 

中毒・犯罪歴 なし（節度ある使用と自己統制） 

彼は薬物に溺れることなく、その体験すらも「創造的資本」に変えた非常に稀な人物です。 

✳️ 補足的な視点 

• LSD やマリファナは現代では「精神医療」「創造性開発」への応用も一部で研究中（例：マイ

クロドージング）。 

• ただし、ジョブズのように「一時期のみ、強烈な自己制御をもって使い、手放せた人」は非

常に少ないという点は強調されるべきです 
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